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日本の若手研究者が留学,ボス ドクとして研究,あるいは就職するために海外で

滞在する場合,圧倒的多数 はアメリカを選択する.その理由として､科学技術分野に

おけるアメリカの総合的 な優位性があることは疑 う余地 もないが,他の免進国におけ

る研究生活に興味があっても,言常の問題や情報のグ なさから蒔頚することもあるの

ではないだろうか.筆者 は 2000年 3月北海道大学大学院で理学博士 を取得後,日本

でボス ドクを5ヶ月,フランス (ス トラスプール､パ リ)で3年 1ヶ月勤めた後,2003

年 10月よりフランスの工業物理化学高等専門学校 (EcoleSup6rieuredePhysiqueetde

chimielndustrielles､パ リ)で常勤研究員のポス トを得た.筆者 も予備知哉 なしでフ

ランスに渡ったが､この国には日本 ともアメリカとも異 なる独 自の研究教育システム

があり､研究 と研究以外の生活 を愉 しむ風土がある｡ 本稿では,将来外国での留学 ･

就職 を考えている日本の修士 ･博士課程の学生,ボス ドクなどの若手研究者 を対象に,

より幅広い選択のための情報 として,フランスの大学 ･高等教育研究機関に就織する

可能性について,自身の体験 を例 として呈示する.

1.フランスの研究室

フランスの大学等の高等教育研究機関における研究室とその活動の概貴 を述べる.

1.1所在

フランスの研究室は大学,高等専門学校 (GrandesEcoles),各種研究セ ンター

(centresdeRecherche､Instituts)に所在する.フランスには国立科学研究セ ンター

(centreNationaldelaRechercheScientifiqtle,以下 CNRS)とい う研究新 二属する研

究行政磯周 がある (一つの研究施設ではない).25500人の人 員,1300の研究室を国

内外に有 し,2003年度予算は 25億ユーロである.数学物理 ,核物理,宇宙工学,化

学,生命科学,人文社会科学等の幅広い分野にわたる 40のセクションからなる.大

学等にある多 くの研究室はCNRSの管轄 におかれている.

*本稿は､編集部の方から特にお願いして執筆していただいた記事である｡
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1.2構成員

常勤の磯 貝は大学等に所属する人 員とCNRSに所属する人 員に分けられる.規模

は研究室によって逢 うが一般に大 きく,50人以上の職員 ･学生から構威 される研究室

もある.常勤職員の割合が日本 より高い.以下に代表的 な五つの役職 を示す.

(-) 数枚 (professeur),助教及 (Ma壬tredeconf6rence)

日本 と同 じく,所属する大学において講義を行 うとともに研究 を行 う.

(ニ) cNRS研究員 (Chargederecherche､Directeurderecherche)

筆者が得 たこのポス トはフランスの研究制度の特徴 といえよう｡ 4段階のランク

がある.CNRSに所属するため大学等での講義の義務 がな く,研究 を中心に行 う.

cNRSの推奨する人材流動化プログラムにより,海外の研究室への長期短期の滞在､

民間産業界 との丈流が容易にできる｡ 他の研究室に異動する権利 さえある (受け入れ

研究室があれば現所属研究室との しがらみなしで異動可能).

これらの職では,博士課程の学生 を指導するためには,Habilitationとい う博士課

程指導資格 を取得する必貴がある.博士取得後 4年以降,15線以上の学術論丈があれ

ば申請できる.

(三) エンジニア,テクニシャン (Ing6nieur,PersonnelTechnicien)

大学等の研究機関あるいはCNRSによって雇用 されている研究補助 スタッフ.実

験装置の管理 ･化学実験 のアシスタン ト･機械工作等 を行 う技官,秘書,コンピュー

タ管理人 なども含 まれる.フランスではこのような研究史級の人 員が多 く､研究教育

に専念 しやすい

(四) 学生 (博士釆程､Doctora一)

フランスの教育課程 では 6年 目からの学生.日本 より一年早いのは,博士課程準

備課程 DEA (dip16med'6tudesapprofondies,日本の修士課程 に対応)が通常一年で

修 了するため.大学院入試に相当するものはないが,DEA の間の試験 の成績 と最後

の蚤表で順位が付けられる.奨学金 を得てから進学する.学位取得 まで3年程度かか

るようである.

(五) ボス ドタ

他国におけるボス ドクと同 じ.フランスではあまり一般的ではないポス トで,財

源 も非常に限られる.研究費からボス ドクの給料 を出す研究室は多 くない.一つの研

究室に数人程度である.外国人が多 く,フランス人は海外でボス ドクをする傾向があ

るようである.

1.3研究生活

筆者の私見では,フランスの研究生活の特徴 は以下の4点にあるように思われる.
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(-) 協調

研究内容で 5人程度からなるグループに別れて研究テーマ を遂行するケースが多

いようである (グループ内の協調).一研究室内で管理 された裟畳 を共同で使用 した

り,研究室内のセ ミナー,全体の奔走合がある (研究室内の協調).同一 ･関連分野

の研究者の世間は非常に狭.く,特に同 じセクション内では研究室を訪問 してのセ ミナ

ー,研究活動 ･学位論文の審査などを通 じてお互いが研究活動 をよく把握 している(皇

クション内の協調).特にパ リでは多 くの大学 ･専門学校 が集中 しているため,他 の

研究室のセ ミナー を聴祷 した り,専門家の意見 を得やすい.常勤スタッフの人数が多

いため,専門的研究が しやす く,学生やボス ドクに対する研究教育の密度は非常に高

いように感 じられる.

(ニ) 個人の尊重

協調 と同時に個人の独立性 も認 められている,一つの研究室には一人の研究室長

がいるが,日本の教授 を頂点 として譲座制 と異 なり研究室内のヒエラルキーは緩 く,

個々の研究者の独立性 は高い.特にCNRS研究員は自由度の高い研究 を行 う.学生の

教育についても,教官は学生それぞれのペースを尊重 しているように思われる.仕事

では関係者は協力 して働 くが,仕事以外についての干渉は少 ない

(三) 研究 とは何か

協調 しつつ個人 を尊重する研究スタイルでは,パーマネン ト職 を持つ研究者の協

調により学問的に深い研究ができるが,効率 と合理性が観牡 になりがらである.自然

科学研究 とは新規の成果 をいかに早 く挙げるかとい う ｢麓争｣である,とい う日米の

スタイルと異 なり,フランスではいかに学問性の深い成果 を挙げるかとい う ｢芸術｣

なのかもしれない,とい うのが筆者の印象である.研究室 ･セクション内でも研究者

剛 二親争 とい う雰囲気はないようである.これはフランスの研究が官主導で,パーマ

ネン ト織の研究者の割合が非常に高いことと関係があるのではないだろうか.このス

タイルのネガティブ面 として,何年 も成果のない研究者がどこの研究室にもいるよう

である.

(四) 研究以外の時間

多 くのフランス人同株 ,研究者 も仕事以外の時間 ･余暇 を大切 にするので,深夜 ･

週末 ･ヴァカンスシーズンに働いている人は少 ない (いることはいる).有給休暇 は

非常に多 く,研究室でもほとんどの人が夏 (7月から8月).冬 (クリスマス休暇),

秦 (復活祭)のヴァカンスを取 る.共同研究者が示 し合わせてヴァカンスを同 じ週に

取 る,とい うことは当然なく,各人の好 きな時に好 きなだけ休む.業者 もヴァカンス

を取 るので,特に夏のヴァカンス時期 は仕事が停滞する.
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(五) その他

研究室のほとんどの人 は英語 を藷すので,外国人留学生,ボス ドクの場合で も英

語ができれば仕事に大 きいえ陣はない.研究室外では英語のできる人は少 ないので,

生活の立 ち上げには沸かの助けが必貴であろう.受け入れ研究者,秘書,学生 などが

協力 して くれることが多いようである.

2.ボス ドクとしての滞在

日本人がフランスの研究室に滞在 ･就職するにはどのような可能性があるだろう

か,上記の種 々の定織について可能性があるが,外国にいていきなり定職 を得 るのは

ほぼ不可能 なので,まず学生かボス ドクとして滞在することになる.筆者はボス ドク

からの滞在 を勧 める.学生は学位論文 を抜 出 して学位 を取得する必貴があるので,節

究あるいは生活で環境が合わ㌢かった場合,本人 ･受け入れ側丙か ことって リスクが

大 きいからである.また,日本に博士論文の指導教官がいないと,日本に後帰 してア

カデミックポス トへ就職することは難 しいであろう.日本で取得 した学位は,十分な

成果があれば,フランスの ものと同等 と扱われるようである.

2.1ボス ドクの受け入れ研究室 と財源

受け入れ研究室については,他 国の場合 と同 じく,日本での指導教官等の知 り合

いに受け入れてもらうか,希望の研究者の連絡先 を調べてコンタク トを取 る,とい う

のが一般的であろう.研究室のインターネッ トサイ トに学生 ･ボス ドクの泉集が掲載

されていることもある.ボス ドクの財源は,日本の学術振興会等の奨学金,フランス

政府国費留学生,CNRSの外国人ボス ドク受け入れプログラム,企業の奨学金などが

考えられるが,数は多 くはない

2.2ヴィザについて

フランスでボス ドクをする場合,研究者ヴィザ を日本のフランス大使館 で取得す

る.研究者 ヴ ィザの申請 には受け入れ免の大学 ･研究所の各行する受 け入れ証明書

(protocoled'accueil)が必鼻 なので留学が決定 し次第郵送 して もらう.ヴィザは通常

申請から一週間程度で各行 され,有効期限は3カ月.入国後,住所 を定め,ヴィザの

期限の切れる前に滞在許可証 を県庁か警察署で申請する.研究者用滞在許可証の申請

に必婁 な書類 は多 くなく手続 きも比較的スムーズであるが,状況は地区 ･政治情勢 に

よって変わ りうるので確認 されたい

3.CNRS研究員として就職

CNRS研究員には4段階の レベルがあるが,ここではその うち最下層のCR2の新
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規採用について説明する.CR2では全国規模でセクションごとに毎年 6-9人程度の新

規採用 を行 う.セクションごとに研究室の代表からなる審査委 員会 を設 け,書類選考

と面接 を行 う.国籍による制限はないが年齢制限はある.学位取得直後での採用 もあ

り得 るが,通常ボス ドク等 を2年程度 した後に採用 されることが多いようである.な

お,CR2の研究員の月当たりの給料は1967ユーロから.

3.1採用 までの流れ

その年度の採用試験が 5月に終了すると,来年度に向けて出願希望者 および各研

究室が動 きだす.採用に至るまで 1年近い準備期間が必蚤である.

(-) 出願する研究室の決定 (6-lュ月)

出願 には配属希望研究室 を選択する必貴があり,その研究室長の推薦が必貴であ

る.複数の希望者がいる場合は研究室長は順位 をつける.研究室長にコンタク トを取

って推薦 を取 りつける.

(ニ) 研究課題の決定

研究室が決れば,出願書類 とともに提 出する採用後の研究課題 を配属希望先の研

究者 と相汲 して決める.A4用紙で5-10枚程度のプロジェク トとしてまとめる.

(三) 願書扱 出 (-1月中句)

願書は,履歴書,論え リス ト,学位論文,採用後の研究課凝 ,課題に対する専門

家のコメン ト (課題の価値 を判断できるその分野の専門家に依頼する)からなる.

(四)南濃 (～5月)

出願が受理 された後に面接がある.審査員 6名ほどの前で,過去の研究,採用後

の課題について口頭斧表 ･質疑応答する.英語での奔走 も認 められているがフランス

語が望ましい

(五)結果奔表､挽用 (～10月)

数 日間にわたる仝出願者の面接が終了 した後,審査各員合が採用候補者 を決定 し,

7月にCNRS所長が正式に内定 を奔走する.10月から公務 員として公務 に就 くことに

なる.

3.2実際

選考は非常に政治的である.研究室間の過去の採用人数 ,課題の分野についてセ

クション内でのバランスがとられる.そのため採用 されるには,出願者の能力 ･業績

以外にも配属希望の研究室の選択,課題 にも注意がいる.通常研究室内の推薦順位が

一位でないと通常採用 されない.また同一研究室の二年連続の採用は難 しい.よって

申請者数 による倍率は10倍程度だが実際はもっと低い｡

こういった条件下で採用に必貴 なのは､研究者のソサ イエテ ィでの知名度である｡
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研究者間で有力な人 ･有能 と認められている研究者 に知 られている必貴がある (コネ

とい うと聞 こえは悪いが).他の研究室 を訪問 して非公式 で もセ ミナー をさせて もら

った り,研究室 を訪れた有力者 に自分の仕事 を説明 した りしてアピールする必貴があ

る.そうすることで候補者 を探 している研究室 を紹介 して もらえたりする.現実的に

はボス ドクを最低一年は して成果 を挙げ人脈 を広 げ,自分 を推薦 して くれる研究室 を

探 してい くことになる.

本稿 では､フランスの研究室におけるボス ドク留学ならびに CNRS研究員として

の就職について,概貴 を説明 した.フランスはアメ リカ と比較すると閉鎖的であるこ

とは否め無いが,こちらから働 きかけてい くことで,受け入れて くれると筆者 は感 じ

る.能力 と努力 と運次第で可能性 を開 くことがで きる.筆者 は日仏 でそ う多 くの研究

室の実情 を知 っている訳 ではないので,情報 に偏 り･誤 りがあるか もしれないが,本

稿が日本のやる気のある若手研究者の読者の方々に,より幅広い選択 をするための一

助 となれば辛いである.
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